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▼
毎
年
、

お
正
月
休
み

と
い
え
ば
、

特
番
や
正
月

映
画
な
ど

を
、
の
ん
び

　

長
門
支
部
の
村
田
安
雄
さ
ん
�
。
現
在
も
現
場
で
働

く
現
役
の
大
工
で
す
。
安
雄
さ
ん
は
26
歳
の
と
き
に
村

田
工
務
店
を
創
業
。
現
在
は
息
子
・
保
さ
ん
�
、
孫
・

淳
さ
ん
�
も
大
工
に
な
り
、
村
田
さ
ん
一
家
は
親
子
三

代
・
大
工
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
「
手
に
職
を
」
と
戦
後
、

仕
事
が
な
い
中
、
お
母
さ

ん
の
勧
め
で
大
工
の
道
を

選
ん
だ
安
雄
さ
ん
。

　

お
父
さ
ん
の
働
く
姿
を

見
て
育
ち
、「
一
代
で
途

絶
え
る
の
は
嫌
だ
っ
た
。

自
然
と
大
工
に
な
る
こ
と

を
決
め
た
」
と
保
さ
ん
。

　
「
２
人
の
姿
を
み
て
、

大
工
は
カ
ッ
コ
い
い
と
小

さ
い
と
き
か
ら
思
っ
て
い

た
」
と
淳
さ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
が
あ
っ
て
「
大

工
へ
の
道
」
を
３
人
が
選

択
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
「
後
継
ぎ
が
で
き
て
、

素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
」

と
安
雄
さ
ん
。
保
さ
ん
も

「
自
分
の
代
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
続
い
て
い
く
こ

と
に
な
り
そ
う
で
良
か
っ

　

安
雄
さ
ん
は
今
年
、
７

回
目
の
年
男
を
迎
え
ま

す
。
16
歳
の
時
に
弟
子
入

り
し
、
主
に
長
門
・
俵
山

温
泉
場
を
中
心
に
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

弟
子
の
頃
、
現
場
で
は

重
い
も
の
も
手
作
業
で
運

ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
も

現
役
大
工
と
し
て
働
け
る

元
気
な
体
は
「
こ
の
時
に

鍛
え
ら
れ
た
も
の
」で
す
。

　

ま
た
大
工
に
な
る
若
者

が
激
減
し
て
い
る
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
、「
機
械

に
頼
り
過
ぎ
て
は
ダ
メ
。

機
械
は
便
利
で
早
い
が
、

基
本
は
手
刻
み
」
と
技
能

の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

た
」。
大
工
の
道
に
入
っ

て
き
た
淳
さ
ん
に
期
待
を

寄
せ
ま
す
。

　

そ
の
淳
さ
ん
は
、
違
う

道
も
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
小
さ
い
と
き
か
ら
の

想
い
も
あ
り
、
平
成
24
年

12
月
、
最
終
的
に
大
工
に

な
る
決
意
を
固
め
ま
し

た
。
現
在
は
組
合
の
職
業

訓
練
校
に
通
っ
て
お
り
、

今
年
３
月
に
は
卒
業
と
な

り
ま
す
。

　

村
田
さ
ん
一
家
は
３
世

代
同
居
。
同
じ
敷
地
内
に

作
業
場
も
あ
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
顔
を
合
わ
す
機
会

も
多
く
あ
り
、
大
き
い
仕

事
の
と
き
は
現
場
で
３
人

が
揃
い
、
協
力
し
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら

も
３
人
で
元
気

に
仕
事
を
」
と

安
雄
さ
ん
。「
で

き
た
と
き
の
達

成
感
は
格
別
」

と
保
さ
ん
。「
早

く
一
人
前
に
な

り
た
い
」
と
淳

さ
ん
。
親
子
三

代
・
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
の
中
、

こ
れ
か
ら
も

「
大
工
」
一
筋

で
す
。

り
見
て
過
ご
す
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
と
通
信

速
度
の
高
速
化
で
そ
ん

な
過
ご
し
方
が
変
わ
り

つ
つ
有
り
ま
す
。
そ
れ

は
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

▼
月
額
約
３
５
０
円

か
ら
で
、
数
千
～
数
万

本
の
映
画
・
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
・
ア
ニ
メ
・
バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
・
特
撮
な

ど
を
、
お
手
持
ち
の
ス

マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
、
家

庭
用
ゲ
ー
ム
機
、
最
新

の
液
晶
テ
レ
ビ
で
、
好

き
な
時
間
に
、
好
き
な

モ
ノ
を
好
き
な
だ
け
見

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

▼
今
ま
で
有
料
テ
レ

ビ
は
、
放
送
す
る
側
の

時
刻
表
を
見
て
放
送
時

間
に
合
わ
せ
て
見
る
も

の
で
し
た
。
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
、
テ
レ
ビ

の
中
に
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
屋
さ
ん
が
あ
る
感
覚

で
す
。

　
▼
私
も
利
用
を
は
じ
め

て
み
ま
し
た
が
、
普
通
の

テ
レ
ビ
放
送
を
ニ
ュ
ー
ス

以
外
、
全
く
見
な
く
な
っ

て
し
ま
う
く
ら
い
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
ま

す
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
？

使
わ
な
い
よ
」。
そ
ん
な

方
も
今
年
は
一
度
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
新
し

い
発
見
が
必
ず
生
ま
れ
ま

す
。

謹・賀・新・年
2016年（平成28年）元旦

− 長門 −
村田 安雄さん（83）
　　　 保さん（51）
　　　 淳さん（24）

大
工
へ
の
道

も
の
づ
く
り

達
成
感
は
格
別
　

技能向上を
基本は手刻み

これからも３人大工「一筋」で

〈保さん〉
一代で途絶えるのは嫌で自然と大工に

〈安雄さん〉
戦後、「手に職を」と大工に

〈淳さん〉
２人の姿・カッコいいと大工に
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50
年
前
、
わ
ず
か

２
５
０
名
の
組
合
員
さ

ん
の
勇
気
と
熱
意
と
努

力
と
そ
し
て
苦
労
が

あ
っ
て
今
日
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
敬
意
と

感
謝
の
意
を
改
め
て
深

く
申
し
上
げ
ま
す
。

　

半
世
紀
、
50
年
間
多

く
の
先
人
に
よ
り
引
き

継
が
れ
て
き
た
こ
の
組

合
の
現
実
を
し
っ
か
り

受
け
と
め
、
新
た
な
気

持
ち
で
次
な
る
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

清
水
建
設
は
社
会
保

険
加
入
促
進
の
取
組
と

し
て
、
10
月
１
日
契
約

分
か
ら
下
請
契
約
を
締

結
す
る
全
て
の
業
種
、

取
引
企
業
を
対
象
に
社

会
保
険
加
入
に
必
要
な

法
定
福
利
費
（
事
業
主

負
担
分
）
を
全
額
支
払

う
旨
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
方
向
は
大
手
他
社

に
も
広
が
っ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
場
で
多
く
の
仲
間

が
働
く
我
々
の
組
合
に

と
っ
て
す
ぐ
に
影
響
を

受
け
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
公
共
工
事

　

組
合
員
の
皆
様
、
並

び
に
御
家
族
の
皆
様
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
建
設
山
口
誕

生
か
ら
50
年
と
な
り
、

６
月
の
定
期
大
会
は
節

目
と
な
る
50
回
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
山
口
市

内
の
「
ホ
テ
ル
松
政
」

に
お
い
て
、
建
設
山
口

結
成
50
周
年
・
中
建
国

保
山
口
県
支
部
設
立
45

周
年
記
念
祝
賀
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

に
関
わ
る
組
合
員
さ
ん

に
と
っ
て
は
一
歩
前
進

し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
組
合
活
動

を
通
じ
て
、
多
く
の
国

会
議
員
の
方
々
に
も
公

契
約
法
や
適
用
除
外
の

あ
り
方
、
ア
ス
ベ
ス
ト

救
済
な
ど
組
合
に
対
す

る
理
解
が
少
し
ず
つ
で

す
が
深
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
基
本
と

言
わ
れ
る
衣
食
住
。

我
々
は
こ
の
住
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
大
い
に

誇
り
と
自
信
を
持
つ
べ

き
で
す
。

　

組
合
運
動
に
つ
い
て

は
、
継
続
す
べ
き
事
項
、

新
た
に
取
り
組
む
事
項

な
ど
組
合
員
さ
ん
の
声

を
聞
き
、
各
支
部
代
表

の
役
員
さ
ん
の
集
ま
る

執
行
委
員
会
に
お
い
て

充
分
な
協
議
を
行
い
、

共
通
認
識
を
持
っ
て
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
し
、
こ

の
一
年
が
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
し
て
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
建
設
事
業
者
に

必
要
な
対
応
に
つ
い
て
御

説
明
し
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
平
成
28
年

１
月
以
降
の
社
会
保
障（
健

康
保
険
、
年
金
保
険
、
労

働
保
険
な
ど
）
と
税
に
関

す
る
書
類
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

事
業
者
に
対
し
て
は
、

本
人
確
認
は
、
本
人
が
行

い
ま
す
の
で
、
事
業
者
が

行
う
本
人
確
認
は
本
人
の

み
で
足
り
ま
す
。

　

ま
た
作
成
し
た
書
類
を

役
所
等
に
提
出
、
ま
た
は

控
え
を
保
管
す
る
際
に
は

鍵
の
か
か
る
書
庫
や
金
庫

で
行
う
等
紛
失
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

　

建
設
工
事
関
係
書
類
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

得
す
る
際
に
正
し
い
番
号

で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
番

号
確
認
）と
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
者
が
番
号
の
正
し

い
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の

確
認
（
身
元
確
認
）
を
内

容
と
し
た
本
人
確
認
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」は
、

番
号
確
認
と
身
元
確
認
が

１
枚
で
で
き
ま
す
。「
通
知

カ
ー
ド
」
や
「
個
人
番
号

付
住
民
票
」
は
、
番
号
確

認
だ
け
し
か
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
運
転
免
許
証
等
の

写
真
入
り
公
的
証
明
が
身

元
確
認
と
し
て
必
要
で
す
。

　

親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
す
る
書
類
の

税
と
社
会
保
障
に

　
　
　
建
設
工
事
関
係 

記
載
必
要
な
し

　【
税
対
部
長
　
末
広
武

夫
】
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
確
定
申
告

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
節

税
の
為
に
も
、
添
付
す
る

証
明
書
類
を
取
り
揃
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
雑
損
控
除
（
損
失
額
・

保
険
等
の
補
て
ん
額
）　

◎

医
療
費
控
除
（
扶
養
家
族

の
医
療
費
の
領
収
書
・
保

険
等
の
補
て
ん
額
）　

◎
社

会
保
険
料
控
除
（
健
康
保

険
・
労
災
保
険
特
別
加
入
・

国
民
年
金
・
年
金
基
金
・

介
護
保
険
等
の
控
除
証
明

書
）　

◎
小
規
模
企
業
共
済

掛
金
控
除
（
共
済
金
支
払

証
明
書
）　

◎
生
命
保
険
控

除
（
新
旧
一
般
・
介
護
・

新
旧
個
人
年
金
支
払
証
明

書
）　

◎
地
震
保
険
控
除

（
地
震
保
険
・
旧
長
期
損
害

保
険
料
支
払
証
明
書
）　

◎

配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控

除
（
配
偶
者
の
収
入
が
あ

る
時
は
源
泉
徴
収
票
）　

◎

本
人
の
収
入
で
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
時
（
給
与
・

公
的
年
金
の
徴
収
票
）　

◎

一
時
所
得
（
生
命
・
損
害

保
険
の
一
時
金
・
満
期
払

戻
金
等
の
証
明
書
）　

◎
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
借

入
金
残
高
証
明
書
等
）

　

確
定
申
告
学
習
会
・
個

別
申
告
相
談
会
を
上
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

所
属
の
支
部
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

学
習
会
に
は
、
筆
記
用

具
と
電
卓
を
相
談
会
に
は

申
告
書
（
前
年
度
分
も
）・

収
支
内
訳
書
（
前
年
度
分

も
）・
帳
簿
・
添
付
す
る
証

明
書
等
・
筆
記
用
具
・
電

卓
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

の
番
号
記
載
開
始
時
期
は
、

平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら

で
す
の
で
、
平
成
29
年
２

月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
の
申
告
時
期
か
ら
と
な

り
ま
す
。

平成28年申告相談会

確定申告学習会（平成28年）

支 部 名 日　程 時　間 場　所

宇 　 部 ２月 １ 日㈪〜 10 日㈬ ９：00 〜 17：00 支部事務所

岩 　 国 ２月 ４ 日㈭ 10：00 〜 16：00 支部事務所

下 　 関 ２月 ７ 日㈰ 10：00 〜 15：30 下関市リサイクルプラザ

阿 　 東 ２月 ８ 日㈪ 10：00 〜 16：00 支部事務所

光 ２月 ９ 日㈫ 10：00 〜 16：00 支部事務所

萩・阿武 ２月 12 日㈮ 10：00 〜 16：00 萩支部事務所

徳 　 山 ２月 15 日㈪ 10：00 〜 16：00 支部事務所

美 　 祢 ２月 16 日㈫ 10：00 〜 16：00 支部事務所

下 　 松 ２月 17 日㈬ 10：00 〜 16：00 労金下松支店会議室

山 　 口 ２月 20 日㈯ 10：00 〜 16：00 支部事務所

下 　 関 ２月 21 日㈰ 10：00 〜 15：30 下関市リサイクルプラザ

長 　 門 ２月 22 日㈪ 10：00 〜 16：00 支部事務所

小 野 田 ２月 23 日㈫ 10：00 〜 16：00 支部事務所

熊 毛 南 ２月 24 日㈬ 10：00 〜 16：00 支部事務所

柳 　 井 ２月 25 日㈭ 10：00 〜 16：00 支部事務所

防 　 府 ２月 26 日㈮ 10：00 〜 16：00 支部事務所

下 　 関 ２月 28 日㈰ 10：00 〜 15：30 下関市リサイクルプラザ

吉 　 南 ２月 29 日㈪〜３月 ４ 日㈮ 13：00 〜 16：00 支部事務所

豊 　 浦 ３月 ２ 日㈬ 18：00 〜 20：00 支部事務所

日　程 時　間 対象支部 場　所

１月 24 日㈰ 13：00 〜 16：00 全支部 下松市地域交流センター

１月 26 日㈫ 13：00 〜 16：00 全支部 建設山口本部会館

１月 31 日㈰ 13：00 〜 16：00 全支部 下関市リサイクルプラザ
※ 確定申告学習会に参加希望の方は、お入りの支部へ、開催日の７日前までに、御連絡ください。

執行委員長

吉村　修

末広部長
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２
０
１
６
年
１
月
以
降

に
建
設
業
許
可
の
更
新
時

期
を
迎
え
る
社
会
保
険
未

加
入
業
者
に
対
し
、
国
土

交
通
省
は
、
国
土
交
通
大

臣
名
の
「
指
導
書
」
を
送

付
し
ま
し
た
。

　

更
新
申
請
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
待
た
ず
に
加
入
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
し
た
も

の
で
、
11
月
２
日
、
全
国

５
万
１
４
０
０
社
に
対
し

て
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
雇
用
保
険
の

適
用
除
外
で
あ
る
事
業
所

に
「
指
導
書
」
が
送
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
業
界
紙
で
も
「
社
会

保
険
未
加
入
の
許
可
業
者

に
送
付
し
た
つ
も
り
の
指

導
書
は
加
入
業
者
に
も

誤
っ
て
送
付
さ
れ
て
い

た
」
と
の
報
道
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

原
因
は
「
社
会
保
険
と

建
設
業
許
可
の
両
担
当
部

局
の
デ
ー
タ
照
合
の
際
の

行
き
違
い
」
と
い
う
こ
と

で
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
加
入
者

に
は
不
愉
快
な
思
い
を
さ

せ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
指
導
書
の
破
棄
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
組
合
員
さ
ん
の

中
で
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
指
導
書
」
が
送
付
さ
れ
て

き
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
破
棄
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
工
事
の

現
場
を
中
心
に
社
会
保

険
の
加
入
状
況
の
確
認

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
本
部
又
は
お

入
り
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収

枚
数
は
、
９
０
６
２
枚
。

回
収
率
は
昨
年
と
比
べ

０
・３
％
増
の
81
・
６
％

と
な
り
、
過
去
最
高
の

回
収
率
と
な
り
ま
し
た
。

御
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

支
部
別
賃
金
（
全
職

種
平
均
）
は
、
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

賃
上
げ
の
有
無
で
は
、

常
用
・
手
間
請
の
人
に

つ
い
て
は
上
が
っ
た
と

答
え
た
人
が
５
５
５
人

の
18
％
（
昨
年
12
％
）。

下
が
っ
た
が
63
人
の
２
％

（
同
３
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
親
方
に
つ
い

て
は
、
上
が
っ
た
と
答
え

た
人
が
４
％
（
同
３
％
）、

変
わ
ら
な
い
が
89
％
（
同

89
％
）、
下
が
っ
た
と
答

え
た
人
が
７
％
（
同

８
％
）。
事
業
主
に
つ
い

て
は
、
上
げ
た
と
答
え
た

人
が
28
％
（
同
20
％
）
で

下
げ
た
１
％
（
同
１
％
）、

71
％
が
（
同
79
％
）
が
す

え
お
い
た
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　

年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
・
手

当
て
等
を
含
め
た
総
額
）

の
全
職
種
平
均
額
は
、
一

人
親
方
が
４
０
６
万
円

（
昨
年
３
９
９
万
円
）、
常

用
・
手
間
請
で
働
く
人
が

３
５
１
万
円
（
昨
年

３
４
４
万
円
）
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
一
人

親
方
（
大
工
職
）
の
年
収

の
平
均
は
３
９
０
万
円

（
町
場
・
工
務
店
な
ど
の

現
場
で
働
く
人
）、

４
５
０
万
円
（
地
元
の
住

販
な
ど
の
建
売
）、

４
４
５
万
円
（
大
手
プ
レ

ハ
ブ
・
住
宅
会
社
）、

４
２
９
万
円
（
ゼ
ネ
コ
ン

の
野
丁
場
の
現
場
）
で
し

た
。

　

土
日
休
日
は
、
常
用
・

手
間
請
の
人
を
み
る
と
月

１
回
以
上
土
曜
日
が
休
み

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
全

体
の
半
数
の
51
％
。ま
た
、

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
84

人
、一
人
親
方
４
４
５
人
、

常
用
・
手
間
請
で
働
く
人

３
９
１
人
が
知
ら
な
い
と

答
え
て
お
り
、
引
き
続
き

周
知
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
公
共
工

事
の
設
計
労
務
単
価
（
国

や
自
治
体
が
公
共
工
事
の

費
用
を
見
積
も
る
際
に
使

う
一
人
前
の
労
働
者
１
人

当
た
り
の
１
日（
８
時
間
）

の
労
務
単
価
）
を
３
年
連

続
で
引
き
上
げ
ま
し
た

（
山
口
県
は
平
成
24
年
度

比
、
約
22
％
上
昇
）。

　

し
か
し
、現
実
に
は「
現

場
で
働
く
技
能
労
働
者
に

渡
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
公
共
工
事
関
係
を
ま
と

め
る
と
、
事
業
主
の
３
割

以
上
が
公
共
工
事
（
下
請

含
む
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
に
つ
い
て
は
上

が
っ
た
（
８
％
）、下
が
っ

た
（
５
％
）、
変
わ
ら
な

い
（
８
７
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
少
し
で
は
あ
り
ま

す
が
、
上
が
っ
た
と
答
え

た
方
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
依
然
、
引
き
上
が
っ

た
設
計
労
務
単
価
は
現
場

ま
で
行
き
渡
っ
て
い
な
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
に
お
け
る
省

エ
ネ
基
準
適
合
率
を
平
成

32
年
度
ま
で
に
１
０
０
％

に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
そ
の
達
成
の
た
め
、

地
域
の
木
造
住
宅
生
産
を

担
う
大
工
技
能
者
・
現
場

技
術
者
・
設
計
者
等
を
対

象
と
し
た
「
住
宅
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
工
技
術
講
習

会
」
が
各
都
道
県
単
位
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
、
山
口
県

内
で
最
後
と
な
る
講
習
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
後
、
仕
事
を
し

て
い
く
上
で
は
断
熱
施
工

技
術
の
習
得
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
受
講
さ
れ
て
い

な
い
方
は
是
非
、
受
講
さ

れ
ま
す
よ
う
御
案
内
い
た

し
ま
す
。　

　
　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

【
日
時
】
①
Ｈ
28
年
１
月

28
日
㈭　

13
時
～
17
時
30

分
②
Ｈ
28
年
２
月
２
日
㈫

13
時
～
17
時
30
分

【
場
所
】
㈱
三
和
（
山
口
市

小
郡
下
郷
７
９
６
―
５
）

【
受
講
料
】
千
円

【
修
了
証
発
行
料
】
賞
状
型

は
千
円
・
カ
ー
ド
型
は

２
千
円

【
申
込
方
法
】
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
一
社
）
山
口
県
ビ
ル
ダ
ー

ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
０
８
３
・
２
５

２
・
７
２
１
１

　

建
設
山
口
「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
に
よ
る

と
、
平
成
27
年
の
賃
金
実
態
（
全
職
種
平
均
）
は
事
業
主

の
支
払
い
賃
金
が
25
円
増
の
１
万
３
５
１
７
円
、
一
人
親

方
の
受
取
賃
金
が
１
０
３
円
増
の
１
万
５
４
０
８
円
、
常

用
・
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取
賃
金
は
、
30
円
増
の

１
万
２
３
９
５
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
親
方
と
常
用
・

手
間
請
の
人
の
受
取
賃
金
の
平
均
日
額
は
（
全
職
種
）
は

１
万
４
３
８
１
円
。
昨
年
と
比
較
す
る
と
90
円
増
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
27
・
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

一
人
親
方

常
用
手
間
請
４
０
６
万
円

３
５
１
万
円

建設山口・支部別賃金（全職種平均）

公
共
工
事
賃
金　
不
変
87
％

現場届かず
設計労務単価

❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇

❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇❇

〜国の登録制度活用し〜
信頼高め仕事対策を

（一社）全建総連リフォーム協会
　

今
後
、
新
築
需
要
が

減
少
し
て
い
く
中
、
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

国
は
中
古
流
通
・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
を

２
０
２
０
年
ま
で
に

20
兆
円
ま
で
拡
大
す
る

施
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
国
は
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
健

全
な
発
達
及
び
消
費
者

が
安
心
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
に
、「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事

業
者
団
体
登

録
制
度
」
を

創
設
し
ま
し

た
。
現
在
、

大

手

リ

フ
ォ
ー
ム
事

業
者
も
こ
の

制
度
に
対
応

し
て
き
て
い

ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
の

差
別
化
を
図
る
こ
と
が

国
の
狙
い
の
一
つ
で
も

あ
り
、「
も
っ
て
い
る
」

「
も
っ
て
い
な
い
」
で

一
定
の
優
良
な
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
か
ど

う
か
と
い
う
位
置
付
け

に
な
っ
て
く
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
建
総
連

は
平
成
27
年
４
月
に
全

建
総
連
の
組
合
員
を
会

員
と
す
る
「
全
建
総
連

リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
（
全

リ
協
）」
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

国
土
交
通
省
に
団
体

登
録
さ
れ
れ
ば
国
が
公

認
す
る
団
体
の
会
員
で

あ
る
と
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

の
使
用
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
会

員
登
録
を
す
す
め
る
た

め
、
３
月
に
入
会
募
集

説
明
会
及
び
義
務
講
習

Ａ
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
本
部
又
は
お
入
り

の
支
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
講
習

断
熱
技
術
の
向
上
を

　
加
入
者
は
破
棄
を

ロゴマークも使用可能に
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命
と
健
康
・
守
り
続
け
て

組
合
員
の
た
め 

こ
れ
か
ら
も
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と

　

建
設
山
口
は
10
月
25
日
、
山
口
市
の
ホ
テ
ル
松
政
で
「
結
成
50
周
年
記
念
祝
賀
会

（
中
建
国
保
山
口
県
支
部
設
立
45
周
年
記
念
祝
賀
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
40

年
６
月
に
結
成
以
来
、
仲
間
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
る
た
め
50
年
。
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｙ
Ｓ
の
佐
藤
け
い
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
午

前
11
時
30
分
か
ら
始
ま
っ

た
記
念
祝
賀
会
。
総
勢

１
９
９
人
が
参
加
し
、
建

設
山
口
19
支
部
の
う
ち
、

18
支
部
か
ら
大
勢
の
仲
間

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
木
副
委
員
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
祝
賀
会
が

ス
タ
ー
ト
。
主
催
者
を
代

表
し
、
吉
村
委
員
長
が

「
50
年
前
の
組
合
員

２
５
０
人
の
熱
意
と
勇
気

と
努
力
、
苦
労
、
そ
し
て

多
く
の
先
輩
方
の
御
尽
力

が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
。

感
謝
申
し
上
げ
、
そ
の
成

果
を
十
分
に
理
解
し
、
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
し

た
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
村
岡

嗣
政
山
口
県
知
事（
代
理
・

前
田
陽
一
山
口
県
土
木
建

築
部
長
）、
岸
信
夫
衆
議

院
議
員
、
勝
野
圭
司
全
建

総
連
書
記
長
、
西
嶋
裕
作

山
口
県
議
会
議
員
、
吉
田

充
宏
山
口
県
議
会
議
員
の

５
人
の
方
か
ら
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

勝
野
全
建
総
連
書
記
長

は
「
全
建
総
連
に
は
今

61
万
人
が
結
集
し
て
い

る
。
建
設
山
口
が
２
万
人

の
大
き
な
組
織
に
な
る
こ

と
を
強
く
期
待
し
ま
す
」

と
建
設
山
口
の
発
展
を
期

待
し
た
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
小
林
書
記
長
が

「
建
設
山
口
の
あ
ゆ
み
」

を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
沿
っ

て
報
告
。
参
加
者
全
員
で

50
年
の
歴
史
を
改
め
て
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

鏡
開
き
は
、
吉
村
執
行

　

進
行
役
を
務
め
た

の
は
、
Ｔ
Ｙ
Ｓ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
佐
藤
け
い

さ
ん
。「
け
い
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

今
回
の
祝
賀
会
で
司

会
を
引
き
受
け
て
頂

き
ま
し
た
。
参
加
者
が

記
念
写
真
で
列
を
つ

く
る
な
ど
、
会
場
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

委
員
長
と
と
も
に
歴
代
の

建
設
山
口
委
員
長
３
人
も

参
加
。
全
建
総
連
、
中
建

国
保
、
中
国
地
方
協
議
会

の
代
表
６
人
を
あ
わ
せ
た

計
10
人
が
「
よ
い
し
ょ
、

よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
お

～
」
の
掛
け
声
で
行
い
ま

し
た
。

　

祝
宴
は
岩
舘
高
志
中
建

国
保
常
務
理
事
の
音
頭
で

乾
杯
。
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏

も
あ
り
、
会
場
は
和
や
か

な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
２
時
間
の
祝
賀
会
は

終
始
は
れ
や
か
に
行
わ

れ
、
50
年
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
藤
田
副
執
行
委

員
長
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
奥
川
正
司
全
建
総

連
副
執
行
委
員
長
（
広
島

建
労
委
員
長
）の
音
頭
で
、

声
高
ら
か
に
万
歳
三
唱
を

行
い
終
了
。節
目
を
祝
い
、

建
設
山
口
の
さ
ら
な
る
発

展
を
参
加
者
全
員
で
誓
い

合
い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
の
組
織
人
数

は
11
月
末
現
在
、
左
表
の

と
お
り
、
１
万
１
３
０
５

人
と
な
り
ま
し
た
。
４
月

か
ら
の
加
入
者
は
６
９
６

人
、
脱
退
者
は
４
９
７
人

と
な
り
、
実
質
１
９
９
人

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
織
対
策
部
で
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、拡
大
グ
ッ

ズ
で
あ
る
、
折
り
た
た
ん

だ
組
合
の
チ
ラ
シ
付
き

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
１
万
２
千

個
作
製
。
既
に
各
支
部
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
、「
数
は
大
き
な
力
」

と
な
り
、
大
き
く
前
進
し
、

そ
の
こ
と
は
「
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
守
る
」

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
拡
大
グ
ッ
ズ
を
活

用
し
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
組
合
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。

司
会
は
「
け
い
ち
ゃ
ん
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
を

　

建
設
山
口
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

中
建
国
保
・
労
災
保

険
・
組
織
内
共
済
制
度
・

本
部
と
支
部
の
地
図
な
ど

の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
御
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

昨
年
の
６
月
か
ら

は
、組
合
の
機
関
紙「
や

ま
ぐ
ち
」
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
発
行
後
、
一
定

期
間
を
経
た
後
に
順
次

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
方
の
確
認
も

お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
来
年
度
に
向

け
て
ス
マ
ホ
サ
イ
ト
制

作
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
制
作
の
目
途
が

た
ち
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

さらなる組織拡大へ
11月末11,305人

支部 平成 27年 11 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 85 − 3
阿　武 22 − 8
岩　国 1,621 44
宇　部 1,622 32
小野田 561 25
吉　南 926 1
下　松 898 76
熊毛南 259 − 3
下　関 1,314 − 21
徳　山 727 8
豊　浦 168 4
長　門 204 − 3
萩 187 2
光 240 5
防　府 858 9
見　島 3 0
美　祢 181 1
山　口 1,029 21
柳　井 400 9
計 11,305人 199

結成50周年記念祝賀会

  
50
年
祝
う

　
　
　
先
人
に
感
謝
と
敬
意

  
50
年
祝
う

　
　
　
先
人
に
感
謝
と
敬
意
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TYSアナウンサー
佐藤けいさん

よいしょ、よいしょ、よいしょお〜

来賓の方を含め199人が参加

リーフレットで歴史を振り返る

拡大グッズのポケットティッシュ
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今
年
も
安
全
第
一
・
意
識
高
め
て

危
険
予
知
活
動

作
業
前
に
実
施

足
場
の
確
認

現
場
で
毎
回

初
歩
的
な
事

一
番
大
事
に

　

厚
生
労
働
省
は
建

設
現
場
の
足
場
か
ら

の
墜
落
事
故
防
止
措

置
を
強
化
す
る
目
的

で
、
労
働
安
全
衛
生

規
則
を
一
部
改
正
し
、

昨
年
７
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墜
落
防
止
措
置
等

の
対
象
を
、
現
行
の

高
さ
５
ｍ
以
上
か
ら

２
ｍ
以
上
の
構
造
の

足
場
に
拡
大
し
た
上

で
、
安
全
帯
を
完
全

に
取
り
付
け
る
設
備

の
設
置
と
安
全
帯
の

使
用
を
義
務
化
し
、

特
別
教
育
の
受
講
も

義
務
付
け
ま
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
改
正

点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

◆
足
場
の
組
立
て

等
の
作
業
に
係
る
業

務
の
特
別
教
育
の
追

加
（
施
行
時
点
で
業

務
に
つ
い
て
い
た
方

は
、
平
成
29
年
６
月

30
日
ま
で
猶
予
期
間
）

　

◆
足
場
に
お
け
る

高
さ
２
ｍ
以
上
の
作

業
場
所
に
設
け
ら
れ

る
作
業
床
の
要
件
が

変
更
に
な
り
、
現
行

の
要
件
に
加
え
て
、

床
材
と
建
地
と
の
隙

間
は
12
㎝
未
満
と
す

る
。

　

組
合
の
労
働
対
策
部

は
悲
惨
な
労
災
事
故
を

防
ぐ
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
３
人

の
役
員
に
対
策
を
述
べ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
【
労
対
部
長
・
林
主

行
】
建
設
、
建
築
現
場

で
は
、
行
程
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
作
業
内
容
や

作
業
環
境
が
毎
日
変
化

し
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
、
と
も
す
れ
ば

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
少
し
で
も
油
断

を
す
る
と
墜
落
、
転
落
、

機
械
・
電
動
工
具
で
の

感
電
、
そ
し
て
死
亡
災

害
や
重
傷
災
害
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。
労

災
事
故
は
誰
も
起
こ
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
わ
が
社
で
の

労
働
安
全
衛
生
対
策
は
、

安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

　
「
組
織
拡
大
・
強
化
の

力
で
建
設
技
能
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
を
改
善

し
、
魅
力
あ
る
建
設
産

業
に
し
よ
う
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
建

総
連
第
56
回
定
期
大
会

が
10
月
28
～
30
日
の
３

日
間
、
石
川
県
金
沢
市

「
本
多
の
森
ホ
ー
ル
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

53
県
連
・
組
合
か
ら

１
５
１
４
人
が
参
加
。

建
設
山
口
か
ら
は
吉
村

委
員
長
を
は
じ
め
、
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
三
浦
中

央
執
行
委
員
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
。
第
55
期
の
経
過
報

告
と
財
政
決
算
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
・
応
答
の
後
、

第
56
期
の
運
動
方
針
案

と
一
般
会
計
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
２
日
目
に

11
の
分
科
会
で
組
織
拡

大
や
社
会
保
険
未
加
入

は
、
建
設
山
口
か
ら
山

本
克
巳
さ
ん
（
前
執
行

委
員
長
）、
肥
塚
康
孝

さ
ん
（
前
書
記
長
）、

畒
狹
茂
樹
さ
ん
（
会

計
）、
奈
良
恒
人
さ
ん

（
事
務
局
長
）
が
受
賞
。

全
建
総
連
の
役
員
と
し

て
、
副
中
央
執
行
委
員

長
に
小
林
和
弘
書
記

長
、
中
央
執
行
委
員
に

吉
村
修
執
行
委
員
長
、

桑
原
清
副
執
行
委
員
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
分
散
会
報

告
と
ま
と
め
を
行
い
、

岩
国
錦
帯
橋
周
辺
散
策

に
よ
る
各
支
部
間
交
流

を
実
施
。
日
本
三
名
橋

の
一
つ
錦
帯
橋
を
中
心

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
学
習

会
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対

す
る
み
ん
な
の
不
安
が
少

し
解
消
し
た
」、「
分
散
会

の
話
し
合
い
が
と
て
も
た

め
に
な
っ
た
」
等
の
意
見

が
あ
り
、
有
意
義
な
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
４
～
５
日
、
第

28
回
主
婦
の
会
県
内
交

流
学
習
会
を
岩
国
市
の

「
和
風
別
館
・
開
花
亭
」

に
お
い
て
、
12
支
部
32

人
の
参
加
の
も
と
開
催

し
ま
し
た
。

　

学
習
会
と
し
て
マ
イ

　

確
定
申
告
に
備
え
た

所
得
計
算
書
学
習
会
を

県
下
２
会
場
で
開
催
。

12
月
１
日
山
口
、
６
日

下
関
の
会
場
に
合
わ
せ

て
59
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

全
建
総
連
で
は
、日
々

の
記
帳
に
対
応
す
る
た

め
の
「
日
計
記
帳
用
紙
」

明
を
受
け
た
の
ち
、
配
布

し
た
記
帳
学
習
用
事
例
に

も
と
づ
き
、
実
際
に
練
習

問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
事

例
に
沿
い
な
が
ら
、
各
自

が
日
計
記
帳
用
紙
に
実
際

に
記
帳
し
ま
し
た
。

　
「
実
際
に
自
分
で
書
き

込
み
な
ど
を
す
る
学
習
会

だ
っ
た
の
で
、
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
日
計
記
帳
用
紙
」

で
日
々
の
記
帳
か
ら
そ

の
月
の
会
計
を
ま
と
め
、

そ
れ
を
従
来
の

「
所
得
取
り
ま

と
め
帳
」
に
転

記
、
月
ご
と
の

記
帳
か
ら
そ
の

年
の
収
支
を
計

算
し
ま
す
。

　

本
部
の
桑
原

副
委
員
長
か
ら

１
時
間
程
度
説

は
の
問
題
点
・
相
談
事

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て

小
林
書
記
長

か
ら
講
演
を

受
け
た
あ

と
、
３
つ
の

分
散
会
に
分

か
れ
て
、
学

習
会
の
感

想
・
質
問
や

主
婦
な
ら
で

問
題
、
仕
事
対
策

な
ど
に
つ
い
て
熱

心
な
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
分
科

会
の
前
進
的
な
意

見
を
受
け
、
第
56

期
の
運
動
方
針
案

と
一
般
会
計
予
算

案
が
大
き
な
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

功
労
者
表
彰

し
て
、
従
業
員
と
朝

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
そ
の
日
の
作
業
内

容
に
よ
り
、
必
要
と
さ

れ
る
方
法
、
作
業
手
順

と
い
っ
た
事
に
つ
い
て

話
を
し
ま
す
。

①
作
業
員
の
体
調
を
確

認
す
る
。

②
作
業
に
支
障
の
な
い

服
装
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

③
作
業
内
容
と
そ
の
進

め
方
、
危
険
な
個
所

や
場
所
を
会
話
す
る
。

④
わ
が
社
は
高
所
作
業

（
工
事
）
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
、
こ
の
作
業

は
こ
こ
に
注
意
を
し
、

安
全
に
進
め
な
さ
い

と
会
話
を
す
る
。

⑤
他
の
業
者
も
作
業
す

る
の
で
調
整
等
に
つ

い
て
業
者
と
話
し
合

う
。

　

危
険
予
知
（
Ｋ
Ｙ
）

活
動
→
ど
ん
な
危
険
が

潜
ん
で
い
る
か
。
作
業

前
に
実
地
。
こ
れ
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ん
、

安
全
第
一
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
【
労
対
副
部
長
・
森

中
美
雄
】
私
の
仕
事
は
、

足
場
の
上
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
現
場
に
着
く
と

ま
ず
足
場
の
確
認
を
行

　
【
宇
部
・
福
田
雅
文

（
左
官
・
68
）】
我
社
は

左
官
工
事
お
よ
び
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
業
を
し

て
い
ま
す
。
他
社
で
こ

と
わ
ら
れ
た
工
事
か
ら

い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る

と
事
故
に
繋
が
る
危
険

性
が
高
く
な
る
か
ら
で

す
。
自
分
に
合
っ
た
幅
、

高
さ
を
確
認
し
調
整
し

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

日
の
仕
事
終
了
時
に
は

元
の
形
状
に
も
ど
し
ま

す
。
そ
れ
は
人
に
よ
っ

て
仕
様
が
違
う
か
ら
で

す
。

　

現
場
で
よ
く
見
か
け

る
の
は
、
材
料
搬
入
な

ど
で
足
場
を
外
し
、
そ

の
ま
ま
で
帰
る
建
材
店

で
す
。
こ
れ
に
は
注
意

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
健
康
。
毎
日
、

作
業
開
始
前
に
必
ず
５

分
程
度
の
体
操
を
か
か

さ
ず
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
安
全
と
事
故

の
80
％
以
上
は
、
本
人

の
自
己
管
理
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

草
刈
工
事
ま
で
。

　

仕
事
の
種
類
が
多
い

の
で
、
ま
ず
労
働
安
全

対
策
と
し
て
道
具
の
手

入
れ
、
コ
ー
ド
リ
ー
ル

の
断
絶
の
有
無
、
建
設

機
械
の
グ
リ
ー
ス
ア
ッ

プ
な
ど
安
全
対
策
の
初

歩
的
な
こ
と
が
一
番
大

事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

実
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
最
近
け
つ
ま

ず
く
こ
と
で
怪
我
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
に
意

識
し
気
を
付
け
て
い
ま

す
。

　

日
頃
、
市
内
の
各
現

場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
方
も
気
に
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

副中央執行委員長に
小林書記長選出

分科会で熱心な討論

問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

実際に記帳
−所得計算書学習会−

足場の特別教育
昨年 7 ／ 1 から

義務化です

労対部長

林　主
かず

行
ゆき

森中副部長

小林書記長

福田さん

全国から1,514人が参加（本多の森ホール）

功労者表彰を受賞した方々

12支部32人の参加で

実際に自分で書き込み
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新
職
員
の
紹
介

　

建
設
不
況
打
開
と
生
活

危
機
突
破
、
予
算
要
求
を

実
現
す
る
た
め
、
全
建
総

連
の
中
央
決
起
大
会
が
11

寒
さ
に
負
け
な
い

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア

下
関　

井
関　

喜
代

（
主　

婦
）

　

南
国
の
花
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
レ
ア
は
、
春
（
４
月

～
７
月
）
秋
（
10
月
～

１
月
）
１
年
に
２
回
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

寒
い
冬
で
も
太
陽
の

光
を
浴
び
て
、
赤
紫
の

と
て
も
き
れ
い
な
色
で

咲
い
て
い
ま
す
。
寒
が

り
の
私
、
か
ぜ
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
花
に
負
け

な
い
様
に
冬
を
頑
張
っ
て

越
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

猫
の
元
気
さ
に

自
分
も
奮
起
さ
れ

　

小
野
田　

笹
部　

邦
雄

　
　
　
　
　
　
（
内　

装
）

　

飼
い
猫
を
病
院
に
連
れ

て
行
っ
た
と
こ
ろ
「
還
暦

過
ぎ
て
い
る
歳
な
の
に
ケ

ン
カ
す
る
な
ん
て
元
気
だ

寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
ろ
う

　
　

吉
南　

沖
部　

武
夫

　
　
　
　
　
（
大　

工
）

　

わ
り
と
暖
か
い
方
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
と
こ
ろ
急
に
寒
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？

寒
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。

　

夕
食
前
の
一
杯
で
明
日

も
仕
事
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

県
外
の
業
者
増

も
っ
と
地
元
活
用
を

　
　

下
関　

中
村　

政
信

　
　
　
　
　
（
鉄
筋
工
）

　

県
外
か
ら
の
業
者
が
増

え
、
地
元
の
業
者
へ
来
る

仕
事
が
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
一
人
当
た
り
の
応
援

単
価
が
な
か
な
か
上
が
り

ま
せ
ん
。

　

地
元
の
業
者
を
も
っ
と

活
用
し
て
欲
し
い
で
す
。

主
人
に
感
謝

今
が
一
番
幸
せ

　
　

吉
南　

浅
川
れ
い
子

（
主　

婦
）

　

主
人
の
休
み
に
は
、
ス

ト
レ
ス
解
消
に
釣
り
に

行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は

ア
イ
ナ
メ
を
釣
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

主
人
に
感
謝
で
す
。
今

が
一
番
幸
せ
と
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
【
豊
浦
・
藤
永
勝
夫
（
大

工
・
33
】
我
が
家
の
自
慢

は
、
や
は
り
４
歳
の
息
子

で
す
。

　

や
ん
ち
ゃ
で
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
無
邪
気
に

遊
ん
で
い
る
姿
や
笑
顔
を

見
る
と
仕
事
の
疲
れ
も
一

気
に
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

　

３
歳
の
頃
、
公
園
の
す

べ
り
台
で
は
、
お
友
達
の

邪
魔
を
し
た
り
、
お
も

ち
ゃ
を
全
部
自
分
の
も
の

に
し
て
使
わ
せ
て
あ
げ
な

か
っ
た
息
子
で
し
た
が
、

最
近
で
は
「
す
べ
っ
て
い

い
よ
」
と
先
に
譲
っ
て
あ

げ
た
り
、
小
さ
い
子
に
も

「
使
っ
て
も
い
い
よ
」
と

お
も
ち
ゃ
を
貸
し
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

１
年
で
こ
ん
な
に
も
成

長
し
て
い
る
の
だ
な
あ

と
、
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
夫
婦
に
と
っ

て
、
息
子
は
大
切
な
宝
物

で
す
。

ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
還
暦
を
過
ぎ
て
数

年
経
ち
ま
し
た
が
、
飼
い

猫
に
負
け
な
い
よ
う
元
気

に
働
こ
う
と
奮
起
さ
れ
ま

し
た
。

会
議
員
要
請
行
動
」
も
実

施
。
決
起
大
会
は
、
12
時

30
分
に
開
会
し
、
各
政
党

か
ら
の
激
励
あ
い
さ
つ
、

が
行
わ
れ
た
後
、雨
の
中
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰

り
返
し
な
が
ら
東
京
駅
ま

で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

建
設
山
口
小
林
書
記
長

（
全
建
総
連
副
執
行
委
員

長
）
か
ら
の
交
渉
団
の
決

意
表
明
、
情
勢
報
告
な
ど

　

今
回
も
組
織
人
員
の
２

倍
を
目
標
に
取
り
組
み
、

夏
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

続
い
て
、
全
支
部
が
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
７
年
連
続
し
て
、
夏
・

秋
の
年
２
回
の
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
お
よ
び
家
族
の

皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と

　

は
じ
め
ま
し
て
、
森

川
賢
治
で
す
。
11
月
か

ら
入
局
し
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、
読
書
と
ビ

リ
ヤ
ー
ド
。時
々
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
も
し
て
い
ま

す
。早
く
仕
事
を
覚
え
、

組
合
員
さ
ん
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
防

府
市
在
住
・
32
歳
）

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
全

国
の
仲
間
と
団
結
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

吉
村
委
員
長
を
先
頭
に
24

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
３

班
に
分
か
れ
て
「
地
元
国

月
25
日
に
日

比
谷
大
音
楽

堂
で
開
催
さ

れ
、
建
設
山

口
か
ら
は
、

　

全
国
か
ら

49
県
連
・
組

合
５
３
１
０

人
が
参
加
。

諸
要
求
実
現

　

昨
年
、
９
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、

「
現
行
水
準
の
確
保

を
求
め
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
、

２
万
８
千
５
５
１

枚
を
建
設
山
口
と

し
て
投
函
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
【
岩
国
・
中
川
勲
（
設
計
・

55
）】
屋
根
の
葺
き
替
え
や

家
屋
の
解
体
、
改
装
工
事

中
に
屋
根
裏
や
蔵
の
中
か

ら
刀
や
火
縄
銃
が
出
て
き

て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
か
っ
た
り
、
本
物

と
は
知
ら
ず
に
興
味
本
位

で
持
ち
帰
っ
た
り
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

刀
剣
や
火
縄
銃
は
正
し

く
手
順
を
踏
ん
で
登
録
す

れ
ば
、
成
人
で
あ
れ
ば
誰

で
も
所
持
で
き
ま
す
。

　

木
造
の
日
本
家
屋
と
同

様
に
、
日
本
刀
は
平
安
時

代
以
前
か
ら
日
本
の
文
化

財
で
す
。
昨
年
は
岩
国
市

内
の
組
合
員
か
ら
３
件
の

相
談
を
受
け
２
件
（
総
数

18
本
）
は
発
見
届
を
警
察

に
提
出
し
、
今
年
２
月
の

山
口
県
教
育
委
員
会
で
行

わ
れ
る
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
で
登
録
で
き
る
予

定
で
す
。

　

建
築
工
事
に
携
わ
る
組

合
員
の
皆
様
の
中
に
も
刀

剣
・
火
縄
銃
に
関
し
て
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
や
興
味
の

あ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
岩
国
支
部

の
中
川
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先　

０
９
０
―
８

６
０
５
―
２
６
２
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
２
７
―

３
２
―
５
１
０
５

中央総決起集会

諸
要
求
実
現
へ

　
全
国
の
仲
間
と
団
結

ハ
ガ
キ
要
請
・
目
標
達
成

大
切
な
宝

大
切
な
宝

無
邪
気
な
笑
顔
に

ガ
ー
ル
」
達
の
服
装
は
、

か
っ
こ
よ
く
賑
や
か
で

す
。
登
山
道
も
歩
き
や

す
く
な
り
、
２
時
間
で

彌
山
の
頭
に
着
く
。

　

我
々
の
到
着
時
は
登

頂
者
も
少
な
く
最
高
峰

　

昨
年
の
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
に
31
年
ぶ
り

に
「
土
小
屋
か
ら
石
鎚

山
」
に
男
３
人
で
登
り

ま
し
た
。
前
回
は
娘
が

小
学
２
年
生
の
時
で
し

た
。

　

登
山
口
土
小
屋
の
駐

車
場
は
広
く
な
り
、
公

衆
ト
イ
レ
も
綺
麗
に
整

備
さ
れ
様
変
わ
り
し
て

い
た
。
登
山
者
は
、
女

性
の
姿
が
目
立
つ
。「
山

の
「
天
狗
岳
」
に
は
15

分
で
容
易
に
立
て
た
。

天
狗
の
頂
か
ら
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
で
交
信
を

愉
し
み
、
東
峰
の
頂
に

も
足
を
伸
ば
す
。
１
９
８

２
ｍ
の
岩
場
で
遊
び
彌

久光　義秋（光・大工 66）

山
へ
引
き
返
す
と
、
天

狗
岳
に
向
か
う
登
山
者

で
溢
れ
鎖
場
付
近
は
大

混
雑
。
後
で
聞
い
た
話

で
は
天
狗
岳
の
往
復
に

は
１
時
間
も
掛
か
っ
た

よ
う
だ
。
連
休
は
山
も

渋
滞
す
る
。
混
雑
を
後

に
面
河
縦
走
路
に
入
り

二
ノ
森
へ
向
か
う
が
、

三
角
点
探
し
が
大
変
な

ヤ
ブ
コ
ギ
で
時
間
を
費

や
し
、
二
ノ
森
登
頂
は

断
念
す
る
。

　

帰
路
に
二
ノ
鎖
下
の

小
屋
建
替
え
現
場
を
見

学
。
部
材
は
全
て
無
垢

桧
で
柱
は
15
セ
ン
チ
以

上
の
頑
丈
な
構
造
の
骨

組
み
で
あ
っ
た
。
材

料
運
搬
も
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
、
こ
の
日
も

何
回
も
上
空
を
往
復

し
て
い
た
。

　

帰
路
は
四
国
リ
ン

ド
ウ
と
景
色
が
疲
れ

を
癒
し
て
く
れ
る
。

翌
日
に
は
、
念
願
の

キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ

が
自
生
す
る
筒
上
山

１
８
５
９
ｍ
に
登
頂

し
て
山
行
を
無
事
終

了
。
天
候
に
恵
ま
れ

西
日
本
最
高
峰
周
辺

の
山
々
を
ゆ
っ
た
り

楽
し
む
連
休
を
満
喫

し
ま
し
た
。

西日本最高峰 石鎚山
（愛媛県西条市）

石鎚山の最高峰である天狗岳

刀剣・火縄銃
お問い合わせを

雨の中、全国から5,310人が参加

本部に集まったハガキの山

自慢の健太郎くん

審査会で登録予定の刀 森川書記
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柳井　中西　輝夫
（大工・62）

顔
見
知
り

中西さん

　私は元来、人前が苦手な
ので、組合活動も「他に適
任者がいるでしょう」と避け
てきました。
　でも柳井支部の支部長の人柄に引っ
張られ、関与するようになりました。
組合活動の教育宣伝部（教宣）で、主
に機関紙の作成について教えてもらっ
ています。
　何も知らずに参加し、そこにいる人
達と接してみると、「ああ、この人達は、
人を攻撃したり、蹴落としたりは出来
ない人達ばかりだ」と感じます。

　組合の人達の役職と名前
は、なかなか覚えられないけ

れど、顔は浮かんできます。そ
んな人達が、ああでもない、こう

でもないと、活動を押し進めていて、
機械ではなく、人間が作りあげた記事
です。組合員の方も、単なる機関紙で
すが、目を通してみてください。
　尚、今年は教宣学習会が柳井支部で
あります。私としては初めての事なの
で、たぶんドタバタになると思います
が、皆さん、よろしくお願いします。

カフェ・マルシェ
〈住所〉下松市切山306番の4
〈TEL〉090−9419−1242
〈営業時間〉9:00〜15:00
〈定休日〉日曜日 コ

ク
深
い
コ
ー
ヒ
ー
で

　
　

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を

柔らかな光に包まれる店内
　
【
下
松
・
浅
田
誠
（
表

具
工
51
）】
緑
豊
か
な
小

高
い
丘
の
一
角
に
あ
る

「
カ
フ
ェ
・
マ
ル
シ
ェ
」。

　

周
南
造
園
が
営
む
こ
の

お
店
は
、
柔
ら
か
な
光
に

包
ま
れ
る
く
つ
ろ
ぎ
の
空

間
で
、
カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
た

り
過
ご
し
た
り
、
日
常
を

お
洒
落
に
飾
る
雑
貨
に
触

れ
た
り
と
、
訪
れ
る
人
の

心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
八
ヶ
岳

で
熟
成
さ
れ
た
豆
使
用
の

コ
ク
深
い
コ
ー
ヒ
ー
を
は

じ
め
、
特
製
ポ
ッ
ト
で
淹

れ
た
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
は

グ
ル
ー
プ
で
、
手
作
り
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
自
家
製

野
菜
で
作
る
カ
ン
パ
ー
ニ

ュ
バ
ー
ガ
ー
（
月
・
火
・

水
限
定
）
も
お
す
す
め
。

　

ま
た
外
の
テ
ラ
ス
席
は

ペ
ッ
ト
も
同
伴
で
き
、
お

子
様
連
れ
で
も
気
軽
に
遊

べ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

そ
の
他
各
種
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
“
山
の
神
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
毎
月

第
１
日
曜
日
）”
も
開
催

し
て
い
て
、
参
加
希
望
者

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
色
々
な
情
報

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

下
松
に
お
越
し
の
際
は

ぜ
ひ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

cafe と
雑貨のお店

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト

に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
。

西
欧
←
→
。

④
努
力
し
て
素
質
が
○
○

○
す
る
。

⑥
音
←
→
。
漢
字
の
字
音
。

⑦
図
書
や
書
類
を
調
べ
な

が
ら
読
む
こ
と
。

⑨
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
対
○
○

○
」。
巨
大
な
亀
の
形

を
し
た
怪
獣
。

⑪
集
合
の
合
図
の
時
な
ど

に
使
い
ま
す
。

⑬
野
球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が

投
げ
る
暴
投
。
○
○
○

○
ピ
ッ
チ
。

⑮
ど
う
で
も
い
い
。
○
○

○
が
な
い
。

⑯
束
縛
が
な
い
。
自
由
。

⑰
日
本
は
○
○
国
で
す
。

⑲
大
丈
夫
か
心
配
す
る
。

○
○
○
を
気
づ
か
う
。

�
野
球
の
守
備
練
習
。ボ
ー

ル
を
打
つ
。

�
計
算
し
た
後
に
も
う
一

回
確
か
め
る
。

�
す
じ
み
ち
。
話
の
○
○

○
○
を
合
わ
す
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
時
は
江
戸
時
代
。
15
代

将
軍
と
言
え
ば
こ
の
人
。

②
巡
り
合
わ
せ
。
運
。

③
坂
本
九
。
○
○
を
向
い

て
歩
こ
う
。

④
中
を
開
け
て
も
何
も
な

い
。

⑤
流
行
の
気
配
。
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

⑧
○
○
は
千
年
。亀
は
万
年
。

⑩
ブ
ラ
ン
ド
。
ポ
ロ
・
○

○
○
ロ
ー
レ
ン
。

⑫
列
車
の
停
車
場
。

⑭
中
に
ご
飯
。
グ
ラ
タ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑱
そ
の
う
ち
何
と
か
。
気

長
に
○
○
し
か
な
い
。

⑲
筋
肉
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す
。

⑳
苦
し
い
場
面
。

�
履
物
。

�
き
め
る
。
○
○
心
。
○

○
定
。
可
○
○
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
２
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
270
号
解
答
◇

　
ケ
イ
キ
カ
イ
フ
ク

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
守

生
さ
や
か
【
吉
南
】
加
藤

享
子
・
中
村
ゆ
き
・
斉
藤

守
【
下
松
】
小
野
典
子
【
熊

毛
南
】
大
峯
綾
【
下
関
】

小
山
美
枝
【
豊
浦
】
服
部

博
至
【
萩
】
蒔
田
浩
治
・

山
縣
由
紀
江（

応
募
総
数
36
）

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

愛
○
の
原
稿
募
集

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに収めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（8）　平成28年１月１日 第２７１号

2015.12.22責了 № 76-000-B15007030　県建設労組県支部

　
【
吉
南
・
原
田
広
人

（
鉄
筋
・
38
】
11
月
18
日
、

山
口
市
阿
知
須
の
県
立

き
ら
ら
浜
自
然
観
察
公

園
近
く
で
、「
ナ
ベ
ヅ

ル
の
飛
来
が
確
認
さ
れ

た
」
と
ニ
ュ
ー
ス
で
知

り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
現
地
へ
と
向
か
い
、
15

時
46
分
、
飛
び
立
っ
た
と

こ
ろ
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
場
所
は
山
口
市

深
溝
の
田
ん
ぼ
。
山
口
市

湾
周
辺
で
48
羽
が
確
認
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ナ
ベ
ヅ
ル
は
、
シ

ベ
リ
ア
か
ら
朝
鮮
半
島
を

経
由
し
て
鹿
児
島
県
出
水

市
な
ど
に
向
か
う
途
中
と

み
ら
れ
、「
悪
天
候
で
九

州
に
向
か
う
は
ず
が
、
市

内
に
飛
来
し
た
の
で
は
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
１
９
８
０
年

以
降
、
最
も
多
い
飛
来
数

と
な
り
、
青
空
に
飛
ぶ
鶴

た
ち
の
姿
は
、
と
て
も
美

し
い
も
の
で
し
た
。

　
「
鶴
」
は
縁
起
の
い
い

代
表
格
。
今
年
１
年
、
新

た
な
目
標
を
見
付
け
、
自

分
自
身
も
大
き
く
羽
ば
た

い
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

文
化
財
庭
園
保
存
技
術

は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
庭
園
を
維
持
管
理

し
、
後
世
に
伝
承
す
る
た

め
の
技
術
で
、
日
本
庭
園

の
維
持
に
あ
た
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
近
年
は
熟

練
の
経
験
を
要
す
る
技
術

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
東
京
で

修
行
し
て
、
山
口
に
帰
っ

て
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
方
の
勧
め
も
あ
り
、
平

成
20
年
に
こ
の
庭
技
協
に

入
会
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
。
東
日

本
大
震
災
震
災
が
起
き
、

何
か
の
役
に
立
ち
た
い
と

の
思
い
で
、
庭
技
協
の
事

業
で
あ
る
東
北
で
の
「
庭

園
の
支
援
活
動
」
に
参
加

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

こ
の
支
援
活
動
は
、
ま

ず
海
岸
沿
い
な
ど
の
被
災

地
の
被
害
の
現
状
を
視
察

し
て
か
ら
、
研
修
を
兼
ね

た
活
動
に
入
り
ま
す
。
現

在
、
震
災
の
報
道
は
ほ
と

ん
ど
聞
か
れ
る
こ
と
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
被
害

の
凄
さ
に
圧
倒
さ
れ
、「
復

興
と
は
程
遠
い
状
況
」
と

藤
田
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

自
身
も
７
年
前
、
平
成

21
年
の
防
府
豪
雨
災
害
で

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
一
番
被
害
の
大
き

か
っ
た
勝
坂
地
区
に
作
業

場
が
あ
り
、
仕
事
の
道
具

や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
流
さ

れ
、
自
宅
も
床
下
浸
水
。

そ
の
と
き
に
全
国
か
ら
の

支
援
を
受
け
て
、
救
わ
れ

た
経
験
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

 

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

藤
田
さ
ん
は
、
全
国
の

庭
園
保
存
整
備
工
事
に
も

参
加
。
島
根
県
益
田
市
の

医
光
寺
庭
園
や
徳
島
県
の

阿
波
国
分
寺
庭
園
な
ど
、

全
国
で
も
有
数
な
庭
園
の

整
備
工
事
を
手
が
け
ま
し

た
。

　

山
口
県
で
は
、
主
に
禅

宗
寺
院
な
ど
の
文
化
財
庭

園
を
管
理
。
手
入
れ
だ
け

で
な
く
、
築
庭
や
裏
山
の

大
木
の
伐
採
な
ど
、
総
合

的
な
管
理
を
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

京
都
で
は
年
間
を
通
じ

庭
の
管
理
は
庭
師
の
方
が

さ
れ
ま
す
が
、
藤
田
さ
ん

の
よ
う
に
、
総
合
的
な
管

理
を
さ
れ
る
方
は
県
内
に

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
影
響
も
あ
り
、
手

入
れ
が
行
き
届
か
な
く

な
っ
て
、
古
き
よ
き
庭
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

藤
田
さ
ん
は
「
事
前
に

現
状
を
測
量
・
調
査
し
た

上
で
、
管
理
し
な
が
ら
修

復
、修
復
し
な
が
ら
管
理
。

こ
の
繰
り
返
し
が
庭
園
を

守
る
。
次
世
代
へ
古
い
庭

を
よ
い
状
態
で
引
き
渡
す

こ
と
が
自
分
の
務
め
」
と

力
を
込
め
る
藤
田
さ
ん
。

　

東
北
の
支
援
活
動
も
可

能
な
限
り
続
け
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
古
庭
園
の
管

理
・
修
復
の
道
を
歩
き
続

け
ま
す
。

　

無
色
彩
な
こ
の
時
季

に
彩
り
を
添
え
る
、
藪

椿
を
描
い
て
み
ま
し
た
。

　

葉
に
艶
が
あ
る
の
で

「
艶
葉
木
」
と
か
、
葉
が

厚
い
の
で
「
厚
葉
木
」

等
と
呼
ば
れ
て
い
た
の

が
変
化
し
「
つ
ば
き
」

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
花
言
葉
は「
控

え
め
な
美
点
」。

　

皆
様
に
末
永
く
福
が

訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
（
庭
技
協
）
に
所

属
し
、
５
年
前
（
平
成
23
年
）
か
ら
東
北
で
研
修
を
兼

ね
た
震
災
支
援
活
動
に
取
り
組
む
防
府
支
部
の
藤
田
智

さ
ん
（
造
園
・
47
）。
地
震
で
崩
れ
た
池
の
護
岸
の
修

復
や
風
評
に
よ
っ
て
観
光
客
の
減
少
し
た
庭
園
の
樹
木

整
理
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
は
漢
陽
寺
（
鹿
野
）
を
は
じ
め
県
内
の
い
く
つ
も
の

庭
園
を
管
理
。
更
な
る
技
術
向
上
を
図
り
、
次
世
代
へ

古
庭
園
を
引
き
渡
す
役
割
を
担
い
ま
す
。 

〝
技
術
向
上
〟
こ
れ
か
ら
も

【実技経歴】

平成21年７月	 奈良国立博物館庭園（実技技能研修）

平成22年１月	 特別名勝栗林公園（実地技能研修）

	 名勝旧徳島城表御殿庭園　志度寺庭園

平成22年２月	 長岡天満宮（実技技能研修）

平成22年７月	 京都御苑　旧九条家拾翠庭園（実技技能研修）

平成22年10月	 史跡対馬藩主宗家墓所　万松院庭園（実技技能研修）
平成23年９月	 名勝会津松平氏庭園（震災支援事業）

平成24年３月	 特別名勝小石川後楽園　名勝殿ヶ谷戸庭園（実地技能研修）

平成24年６月	 名勝斎藤氏庭園（震災支援事業）

平成25年７月	 名勝丸山公園（実技技能研修）

平成26年４月	 奈良公園（実技技能研修）

平成27年６月	 市指定名勝煙雲館庭園（震災支援事業）

文化財庭園保存技術　経歴　〈藤田　智〉
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✢
✢
✢
✢
✢
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✢
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✢
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✢
✢
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✢
✢
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✢
✢
✢
✢
✢
✢
✢
✢
✢
✢

青空に飛び立つ（11月19日15時46分。原田さん撮影）

藤田さんが管理されている漢陽寺「曲水の庭」

藤田　智さん（造園・47）
ー防府ー

桑原　セツ子（下関）


